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駐大阪韓国文化院（院長 金蕙穗キム・ヘス）は、4月 9日（木）から 5月 12

日（火）まで、『金時鐘詩篇の風景、藤本巧写真展「猪飼野詩集」』を同院 1階

のミリネギャラリーにて開催いたします。 

 

「猪飼野（いかいの）」は、大阪市生野区一帯に存在した在日韓国人の密

集居住地域でしたが、1973年の行政区域改編に伴い、その地名は地図から姿を

消しました。この地は 5世紀頃、韓半島から渡来した百済の人々が切り拓いた

「百済郷（くだらごう）」の跡地としても知られており、今では「大阪コリアタ

ウン」として、平日でも多くの韓流ファンが訪れる観光地となっております。 

 

本展は、金時鐘氏の詩集『猪飼野詩集（1978 年）』に収められた 8 編の

詩と、写真家・藤本巧氏の写真で構成された写真集『猪飼野残景（2025 年）』

に基づき、猪飼野という地に根を下ろして生きてきた在日韓国人の方々の歩み

と記憶を照らし出します。 

 

金時鐘氏は、日本の高見順賞（2011年）や大佛次郎賞（2015年）などを

受賞された在日韓国人文学を代表する詩人であり、第 4詩集である『猪飼野詩

集』は、猪飼野を背景にディアスポラの経験とアイデンティティの問題を綴っ

た作品です。一方、土門拳賞（2020 年）の受賞者である写真家・藤本巧氏は、

約 40 年にわたり日常の風景を通じて猪飼野地域の変化と記憶を視覚的に記録

してこられました。今回の展覧会では、彼の写真作品 60点を披露いたします。

あわせて、金時鐘氏の肉声朗読と藤本巧氏の映像を融合させたメディア作品 5

失われた地名「 大阪・ 猪飼野」、詩と写真で蘇る  

◆ 駐大阪韓国文化院、詩人・金時鐘の詩と写真家・藤本巧の写真で在日韓国人の記憶と

風景を照らす展覧会「猪飼野詩集」を開催（4 月 9 日―5月 12 日） 

◆ 藤本巧 記念講演会（4 月 10 日）および「猪飼野」フィールドワーク（4 月 18 日）も

開催 



編も公開される予定です。 

 

また、初日の 4 月 9 日には開幕式を、翌 10 日には藤本巧氏による記念

講演会「詩人・金時鐘と写真家・藤本巧が綴った猪飼野」を開催いたします。

これらを通じ、猪飼野について、そして本展に込められた物語をより深く知る

機会をお届けします。 

 

続いて 4 月 18 日には、藤本巧氏と共に旧・猪飼野地域を実際に散策す

るフィールドワーク『藤本巧と旧地名「猪飼野」を歩く』を実施いたします。

本プログラムは、地図から失われた地名「猪飼野」の痕跡をたどり、その地に

刻まれた歴史を現場で直接振り返るために企画されました。プログラムでは、

写真の中の風景のみならず、今もなお変化し続けている猪飼野の姿を肌で感じ

ていただけるでしょう。 

 

金蕙穗 駐大阪韓国文化院 院長は、「これまでの文化院によるディアス

ポラ関連の展示や講演、ドキュメンタリー制作などが資料収集や情報伝達に重

点を置いていたとするならば、今回は芸術的な視点を加え、その中に流れる文

化的連帯と交流を立体的に照らし出そうと試みました。」と述べています。ま

た、「詩と写真の融合を通じて、猪飼野の歴史と地域性をより鮮明かつ具体的

に感じていただける機会となれば幸いです。」と言葉を添えました。 
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添付 １ 展覧会ポスター ※本資料の画像・イメージは、必ず出典を表記してください。 

 
展覧会のポスター 



フィールドワークのポスター 

 

 

 



添付 ２ 参加作家 ※本資料の画像・イメージは、必ず出典を表記してください。 

 

【金時鐘 （キム・シジョン）】詩人 

 

1929 年に釜山で生まれ、済州島で育つ。 

48 年「済州島四・三事件」に関わり来日。50 年頃から日本語で詩作を始める。 

詩集：『新潟』『金時鐘詩集選 境界の詩ー猪飼野詩集／光州詩片』他多数。 

評論集：『「在日」のはざまで』他多数。 

受賞：毎日出版文化賞、高見順賞、大佛次郎賞、アジア文学賞（韓国） 

 

【藤本巧（ふじもと たくみ）】写真家 

 

1949 年、島根県に生まれる。独学で写真を取得。20 歳から韓国の風土と人びとを撮り続ける。 

写真集：『韓（から）くに三部作』鶴見俊輔共著『風韻』『寡黙な空間』『柳宗悦書簡を中心に 民藝の群像』『金時

鐘詩篇の風景 全弐巻』他多数。 

受賞： 咲くやこの花賞、韓国文化体育観光部長官賞、土門拳賞 他。 

  



添付 ３ 主な展示作品 ※本資料の画像・イメージは、必ず出典を表記してください。 

 

猪飼野残景―商店街 

 
(左) 御幸通東商店街、藤本巧、1985、Digital print from scanned black and white film 

(右) 御幸通商店街、藤本巧、1985、Digital print from scanned black and white film 

 

 

大阪コリアタウン、藤本巧、2023、Inkjet Print 

 

大阪コリアタウン 

大阪コリアタウンは、かつて「猪飼野（いかいの）」と呼ばれた在日韓国人の歴史ある生活の拠点であり、2021 年

に個別に運営されていた 3 つの商店街が「一般社団法人 大阪コリアタウン」として統合され、公式に発足いたしま

した。 

 



猪飼野残景―オモニ※・子供たち 

※オモニ：母を意味する韓国語 어머니の読み 

 

(左) 露天商、藤本巧、1987、Digital print from scanned black and white film 

(中央) 御幸森小学校※の子供たち、藤本巧、1987、Digital print from scanned black and white film 

(右) たこ焼き屋、藤本巧、1987、Digital print from scanned black and white film 

 

※御幸森小学校は閉校され、現在は多文化共生センター及び複合文化施設である「いくのコーライズパーク」が位置する 

 

猪飼野残景―猪飼野詩集 

 

「見えない町」、藤本巧・金時鐘、2026、映像 

 


